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村
の
長
寿
者
番
付
と
し
て
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
上
位
20
人
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
現
在
、
村
の
総
人
口
は
５，

９
６
２
人
︵
7
月
末
現
在
︶。
そ
の
う

ち
65
歳
以
上
の
人
口
は
、
２，

３
０
７
人
で
全
体
の
38
・
７
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

　
19
日
の
敬
老
の
日
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
日
ご

ろ
の
感
謝
を
伝
え
、
一
緒
に
長
寿
を
祝
い
ま
し
ょ
う
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん

い
つ
も
あ
り
が
と
う

＊長寿者ご本人または家族の方から承諾をいただいた方を掲載しました。

村の長寿者番付
＊８月25日現在（敬称略）

氏　　名

　橋　喜　作

小　池　壽　哉

　橋　　　巖

須　貝　　　薫

渡　邉　勝　一

五十嵐　美　夫

横　山　　　幸

丹　　　隆一郎

菅　原　勝　雄

須　貝　常　人

大　島　彦　吉

　井　正　二

佐　藤　末三郎

堀　　　正　藏

佐　藤　吉一郎

駒　沢　平　治

近　　　研　三

桐　生　周　吉

板　越　優　藏

南　　　七　郎

集落名

大　石

下　関

金　俣

蛇　喰

勝　蔵

上川口

辰田新
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蛇　喰

打　上

大　島

鍬江沢

下　関

高　田

鍬江沢

下川口

下　関

南赤谷

沢

上土沢

上　関

上野山

朴　坂

金　俣

沼

蛇　喰

下　関

小和田
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9月19日は

 敬 老 の 日

　
朝
早
く
起
き
て
畑
仕
事
を
し
て
、

午
前
中
は
寝
て
休
み
、
午
後
か
ら

は
ふ
れ
あ
い
ど
〜
む
で
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
を
す
る
元
気
な
コ
タ
ケ
さ
ん

は
、
今
年
で
85
歳
を
迎
え
ま
し
た
。

　
コ
タ
ケ
さ
ん
は
、
若
く
し
て
旦

那
さ
ん
を
亡
く
し
、
４
人
の
子
ど

も
を
女
手
ひ
と
つ
で
育
て
ま
し
た
。

現
在
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
家
庭
を
持

ち
一
人
暮
ら
し
と
な
り
ま
し
た
が
、

８
人
の
孫
に
８
人
の
ひ
孫
が
い
る

幸
せ
を
感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

毎
年
お
盆
に
遊
び
に
く
る
の
を
楽

し
み
し
て
、
畑
で
ス
イ
カ
な
ど
を

作
っ
て
待
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
元
気
の
秘
訣
は
、
人
と
の
ふ
れ

あ
い
と
話
し
て
く
れ
た
コ
タ
ケ
さ

ん
。
友
達
が
誘
っ
て
く
れ
る
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
に
、
冬
は
、
毎
日
集
落

セ
ン
タ
ー
に
集
ま
っ
て
話
を
し
た

り
ご
ち
そ
う
を
作
っ
た
り
、
日
曜

日
に
は
友
達
と
ゆ
〜
む
へ
お
湯
入

り
に
。
コ
タ
ケ
さ
ん
は
、
人
に
会

う
こ
と
で
元
気
で
い
ら
れ
、
足
や

腰
の
痛
み
も
忘
れ
ら
れ
る
そ
う
で

す
。

　
80
歳
を
超
え
た
今
で
も
自
分
で

雪
下
ろ
し
を
す
る
と
い
う
コ
タ
ケ

さ
ん
は
、
来
年
２
月
に
産
ま
れ
る

９
人
目
の
ひ
孫
誕
生
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
。

元
気
の
秘
訣
は

　
　
　
人
と
の
ふ
れ
あ
い
！

菅 原 コタケさん（深沢）
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後期高齢者医療制度に関する問い合わせ先　住民福祉課福祉保険班　TEL６４－１４７１

ジェネリック医薬品とは

　ジェネリック医薬品は、最初に作られたお薬（先発医薬品）の特許が切れた後に販売

されます。同じ有効成分で、ほぼ同等の効き目や安全性がある低価格な医薬品です。

ジェネリック医薬品を使用するには

　先発医薬品をジェネリック医薬品に切り替えるときは、

医師や薬剤師にお薬の効果や副作用など、今使っている

お薬と異なる点について詳しく確認しましょう。

「ジェネリック医薬品希望カード」を活用しましょう

　医師や薬剤師に「ジェネリック医薬品希望カード」を提示し

て希望を伝える方法もあります。

　左のカードは、住民福祉課にも用意しています。

Vol .５　ジェネリック医薬品を上手に利用しましょう

★新潟県後期高齢者医療広域連合では、現在服用されている薬をジェネリック医薬品に切り

　替えた場合に、薬にかかる自己負担額が一定額以上軽減する方へ「ジェネリック医薬品に

　関するお知らせ」を送付しています。

★このお知らせによって、必ずジェネリック医薬品に切り替えなければならないということ

　はありません。

安価で経済的です

　ジェネリック医薬品は、先発医薬品と比

べて価格が安いのが特徴です。

　先発医薬品をジェネリック医薬品に切り

替えることで、ほぼ同等の効き目や安全性

があるお薬を使いながら、お薬代を減らす

ことができます。

　また、医療費も削減されることから医療

保険制度の安定的な運営も期待できます。

効き目や安全性は先発医薬品と

ほぼ同等です

　ジェネリック医薬品の有効成分は、先発

医薬品において使用されており、その成分

の有効性や安全性は確認されています。

　国では、ジェネリック医薬品が先発医薬

品と同レベルの品質・有効性を有するかど

うかについて、厳格な審査を行っています。


